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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

情
報
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

用
語
解
説
は
じ
め
関
連
情
報
へ
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
な
ど
﹁
読
者
目
線
﹂
の
編
集
を
心
が
け
ま
す
。

次ページも一般質問

髙
たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

Ｑ
物
価
高
騰
で
、
多
く
の
町
民
か
ら

﹁
生
活
が
苦
し
い
﹂
と
の
声
を
聞
く
が
、

政
策
等
の
進
捗
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

令
和
６
年
12
月

に
国
が
補
正
予
算
措
置
し
た
﹁
個
人
住

民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
﹂
は
、
６
月

末
現
在
で
２
７
５
７
世
帯
に
な
り
ま
す
。

﹁
こ
ど
も
加
算
﹂
は
１
９
９
人
に
支
給

し
ま
し
た
。﹁
定
額
減
税
補
足
給
付
金
﹂

は
令
和
６
年
度
分
所
得
が
確
定
し
、
支

給
額
に
不
足
が
生
じ
た
人
に
給
付
を
行

う
﹁
不
足
額
給
付
﹂
を
準
備
が
整
い
次

第
、
実
施
し
ま
す
。

Ｑ
当
町
独
自
の
支
援
策
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

令
和
７
年
度
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
﹁
省
エ
ネ
性
能
の
高

い
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫
の
買
換
え
費
用

の
助
成
﹂﹁
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
費
用
の
助
成
﹂﹁
小
中
学
校
の
学

校
給
食
物
価
高
騰
分
支
援
﹂
な
ど
を
見

込
み
、
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

Ｑ
以
前
ス
モ
リ
バ
の
活
用
に
よ
る
電

子
ク
ー
ポ
ン
事
業
が
あ
っ
た
が
、
考
え

ら
れ
な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

今
後
も
国
の
動

向
を
注
視
し
交
付
金
事
業
等
が
示
さ
れ

た
場
合
に
、
社
会
経
済
状
況
等
を
踏
ま

え
、
有
効
な
施
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
省
エ
ネ
家
電
買
換
え
助

成
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す

当
町
独
自
の

当
町
独
自
の

支
援
策
は

支
援
策
は

物
価
高
騰
対
策

物
価
高
騰
対
策

多くの方が期待している買換え補助

山
やまぐち

口勝
かつ

士
し

議員
が町に問う！

Ｑ
高
齢
者
に
と
っ
て
移
動
販
売
に
よ

る
﹁
手
に
取
っ
て
買
物
が
で
き
る
﹂
こ

と
へ
の
援
助
・
支
援
は
大
切
な
施
策
だ
。

近
隣
の
例
や
企
業
と
の
情
報
交
換
・
協

議
を
進
め
る
中
で
移
動
販
売
の
実
現
を
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

令
和
４
年
11

月
の
高
齢
者
等
実
態
把
握
調
査
に
お
い

て
﹁
日
常
生
活
で
支
援
し
て
も
ら
い
た

い
こ
と
﹂
の
問
い
に
﹁
買
物
﹂
が
上
位

に
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
近
く
ま
で
来
る

移
動
販
売
が
あ
れ
ば
遠
く
ま
で
行
か
な

く
て
も
、
自
分
で
気
軽
に
買
物
が
で
き

ま
す
。
近
隣
自
治
体
の
取
組
状
況
の
調

査
や
、
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
と
も
連
携
し
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
か
ら
町
な
か
へ
誘
導
を

Ｑ
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
大
き

な
目
標
で
あ
る
﹁
町
な
か
へ
の
誘
導
﹂

実
現
に
向
け
、
具
体
的
な
手
立
て
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

電
動
自
転

車
・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク

の
貸
出
し
に
よ
る
町
な
か
周
遊
と
﹁
町

内
巡
り
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
﹂

の
開
催
や
町
な
か
施
設
利
用
特
典
付

﹁
道
の
駅
お
が
わ
ま
ち
デ
ジ
タ
ル
会
員

証
﹂
の
発
行
な
ど
、
多
く
の
人
の
町
な

か
へ
の
誘
導
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
の
連
携
で
検
討
し
ま
す

移
動
販
売
の

移
動
販
売
の

実
現
を

実
現
を

買
物
支
援

買
物
支
援

嵐山町で始まった移動販売車両

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

Ｑ
甲
府
ぐ
る
め
横
丁
︵
山
梨
県
甲
府

市
︶
は
民
間
企
業
が
手
が
け
る
貸
店
舗

型
の
複
合
飲
食
施
設
で
、
人
と
食
を
つ

な
ぐ
魅
力
的
な
空
間
で
あ
る
。
当
町
で

も
積
極
的
な
研
究
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

当
町
で
同

様
の
事
業
を
行
う
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
道

の
駅
の
観
光
客
が
町
内
飲
食
店
へ
足
を

運
ぶ
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
観
光
協
会
は
自
ら
が
稼
ぐ
と
と
も

に
民
間
事
業
者
に
潤
い
を
与
え
る
存
在

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
協

会
を
法
人
化
す
る
目
的
と
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

﹁
道
の
駅
ふ

れ
あ
い
広
場
の
レ
ン
タ
ル
事
業
﹂
や
﹁
水

辺
ｄ
ｅ
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
﹂
な
ど
、拡
大
す
る
事
業
規
模
に
対
応

す
る
た
め
法
人
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

Ｑ
︵
株
︶
ヤ
オ
コ
ー
の
報
道
発
表
に

対
し
て
連
携
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

創
業
の
地
で
あ

る
当
町
へ
の
思
い
か
ら
今
回
の
取
組
に

つ
な
が
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
今
後
も
ま

ち
づ
く
り
の
様
々
な
施
策
に
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
事
業
を
行
う
に
は

高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す

食
と
人
を
つ
な
ぐ

食
と
人
を
つ
な
ぐ

横
丁
の
研
究
を

横
丁
の
研
究
を

複
合
飲
食
施
設

複
合
飲
食
施
設

沿線で最も早い横丁の研究を

鈴
す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

Ｑ
生
徒
の
多
様
な
希
望
を
か
な
え
る

た
め
に
、
２
つ
の
中
学
が
連
携
す
る
等

の
方
策
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

一
部
で
合
同
部

活
動
や
拠
点
校
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
休
日
の
部
活
動
は
﹁
地
域
ク
ラ
ブ
﹂

へ
の
移
行
に
向
け
て
、
実
証
事
業
を
始

め
ま
す
。

駅
周
辺
の
新
規
店
舗
へ
支
援
を

Ｑ
開
業
後
の
支
援
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

商
工
会
と

観
光
協
会
が
、
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
店
舗
情
報
の
掲
載
・
イ
ベ
ン
ト
参

加
に
よ
る
販
路
拡
大
等
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
商
店
会
が
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
際
に
補
助
金
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
役
場
職
員
に
新
店
舗
の

情
報
を
周
知
し
て
利
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

防
犯
対
策

Ｑ
空
き
巣
や
強
盗
が
増
加
し
て
い
る

が
対
策
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

﹁
防
犯
講

習
会
﹂
や
﹁
こ
ど
も
あ
ん
し
ん
一
一
〇

番
の
家
﹂
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

警
察
署
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
﹁
防
災
行

政
無
線
﹂
や
﹁
お
が
わ
情
報
メ
ー
ル
﹂

で
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

答 

弁
休
日
の
地
域
ク
ラ
ブ

へ
の
移
行
を
進
め
ま
す

生
徒
の
希
望
に

生
徒
の
希
望
に

応
え
る
方
策
は

応
え
る
方
策
は

部
活
動

部
活
動

地域防犯の要「駐在所」

大病を患った私。

今は「家族と過ごす時間」が一番

です。（M・Sさん　60代）
ひとりで泣くことはできるが、ひと

りで笑うことはできない。「出会いを

大切に」したい。（A・Oさん　77歳）

ぼくにとっての真ん中は「勉強」です。

それは勉強することでいろいろな知

識が学べるからです。（O・Tさん　13歳）

「団子３兄弟の真ん中」。自分も間に

挟まれているので親近感があってよ

く聞いていたな。（T・Sさん　30代）


